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Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
国
際
刑
事
裁
判
所
）
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
二
〇
〇
二
年
に
設
立
さ
れ
、
民

間
人
を
大
量
虐
殺
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
集
団

殺
害
）
な
ど
最
も
重
大
な
国
際
犯
罪
を
対
象
に
、

指
示
・
実
行
し
た
国
の
元
首
や
高
官
を
含
む
個

人
を
裁
く
史
上
初
の
常
設
国
際
法
廷
で
す
◆
米

国
、
ロ
シ
ア
、
中
国
な
ど
は
未
加
盟
で
す
が
加
盟

国
は
一
二
五
か
国
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
二

〇
〇
七
年
に
加
盟
し
、
最
大
の
分
担
金
拠
出
国

と
な
っ
て
い
る
。
加
盟
の
意
義
に
つ
い
て
政
府

は
「
責
任
あ
る
大
国
と
し
て
国
際
社
会
に
お
け

る
法
の
支
配
、
（
戦
争
犯
罪
）
不
処
罰
と
の
闘
い

に
貢
献
」
す
る
と
し
て
い
る
。
現
在
の
国
際
刑
事

裁
判
所
の
赤
根
智
子
所
長
は
、
二
〇
二
四
年
に 

日
本
人
初
の
所
長
と
な
っ
て
い
る
。
◆
Ｉ
Ｃ
Ｃ

は
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
略
戦
争
で
多
く
の
子
供
を
誘
拐
し
て
ロ

シ
ア
に
連
れ
去
っ
た
罪
（
二
三
年
）
な
ど
で
、
ま

た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
も
パ
レ
ス

チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
で
の
集
団
殺
害
の
罪
（
二
四

年
）
で
逮
捕
状
が
出
さ
れ
て
い
る
◆
プ
ー
チ
ン

大
統
領
に
国
際
刑
事
裁
判
所
が
逮
捕
状
を
出
し

た
と
き
は
当
時
の
バ
イ
デ
ン
政
権
と
民
主
・
共

和
両
党
は
こ
れ
を
歓
迎
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ア

メ
リ
カ
第
一
主
義
を
掲
げ
る
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
米
国
の
主
権
へ
の
脅
威
」
と
し

て
そ
の
解
体
を
呼
び
か
け
、
赤
根
智
子
所
長
ら

へ
の
「
制
裁
」
を
も
呼
び
か
け
て
い
る
。
「
私
に

国
際
法
は
不
要
」
と
公
言
す
る
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
◆
一
九
日
に
記
者
会
見
し
た
高
市
首
相
は

「
大
変
残
念
だ
」
と
述
べ
る
の
み
で
、
制
裁
の
撤

回
に
は
触
れ
ず
じ
ま
い
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

は
、
ま
た
黙
っ
て
た
だ
従
う
の
み
か
。
（
Ⅿ
） 

 

 

 

核兵器廃絶のため、日本政府に一日も早く 

核兵器禁止条約に署名・批准させよう 

「建交労交流会」で武田喜成青年部長の NPT 再検討会議ニューヨー

ク行動報告を聞き、核兵器をなくすたたかいを意思統一しました 

中国キャラバンで各労働局や県に要請、尾道市にも要請懇談

 

八
月
六
日
、
広
島
は
八
一
回
目
の
被
ば
く
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。「
被
爆
地
か
ら
核
兵
器
の
な
い
世

界
へ
」、
原
水
爆
禁
止
二
〇
二
六
年
世
界
大
会
広
島
は
、
八
月
四
日
に
は
国
民
平
和
大
行
進
が
平
和
公

園
内
の
原
爆
ド
ー
ム
前
に
到
着
、
午
後
か
ら
「
開
会
総
会
」、
五
日
に
は
世
界
大
会
分
科
会
、
そ
し
て

六
日
に
は
「
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
夕
方
に
は
「
灯
ろ
う
流
し
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「建
交
労
交
流
会
ｉ
ｎ
広
島
」を
開
催
し
ま
し
た 

 

灯
ろ
う
流
し
に
二
五
〇
人

が
参
加 

原
水
爆
禁
止
二
〇
二
六
年
世
界
大

会
「
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
」
集
会
の
最
後

の
関
連
行
事
「
灯
ろ
う
流
し
」
が
、

八
月
六
日
（
木
）
の
午
後
七
時
過
ぎ

よ
り
広
島
市
内
の
相
生
橋
北
側
河
川

敷
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

広
島
県
本
部
の
山
田
委
員
長
が
広

島
県
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
主
催

者
あ
い
さ
つ
、「
世
界
が
核
戦
争
の
危

機
に
直
面
し
て
い
る
い
ま
、
核
抑
止

力
で
は
世
界
の
平
和
は
守
れ
ま
せ

ん
。
日
本
政
府
が
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
す
る
こ
と
こ
そ
最
も
確
か
な

平
和
と
安
全
の
保
証
で
す
。
私
た
ち

は
、
戦
争
国
家
づ
く
り
を
推
し
進
め

る
高
市
政
権
に
た
い
し
、
憲
法
９
条

守
れ
！
戦
争

N
O

！
の
世
論
を
広
げ

る
た
め
た
た
か
い
を
さ
ら
に
強
め
ま

す
」
と
核
兵
器
廃
絶
運
動
の
強
化
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

広
島
県
本
部
は
、
建
交
労
中
央
本
部
と
共
催
で
、
八
月
五
日
の
午
後
四
時
半
か
ら
広
島

市
中
区
本
通
り
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ビ
ル
会
議
室
で
、
原
水
爆
禁
止
二
〇
二
六
年
世
界
大
会
に
全

国
か
ら
の
参
加
者
が
集
ま
り
「
建
交
労
交
流
会
ｉ
ｎ
広
島
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

交
流
会
に
は
一
五
人
が
参
加
、
中
央
本
部
の
足
立
委
員
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
。
山
田

県
本
部
委
員
長
が
地
元
代
表
の
挨
拶
、「
市
民
の
戦
争
反
対
、
憲
法
守
れ
な
ど
の
行
動
が

全
国
で
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
失
業
と
貧
困
と
戦
争
に
反
対
を
掲
げ
運
動
し
て
き
た
被

爆
地
広
島
の
労
働
組
合
と
し
て
引
き
続
き
奮
闘
す
る
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

武
田
喜
成
青
年
部
長
（
書
記
次
長
）
が
、N

P
T

再
検
討
会
議
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動
に

つ
い
て
報
告
。
核
兵
器
を
な
く
す
た
め
に
、
被
爆
者
と
市
民
代
表
が
核
保
有
国
や
市
民
に

働
き
か
け
る
こ
と
の
重
要
性
や
、
労
働
組
合
が
平
和
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と

の

の
重
要
性
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
と
の
交
流
会
に

参
加
し
「
世
界
で
起
き
て
い
る
軍
事
行
動
や
軍
拡

に
反
対
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
職
場
で
も
議
論

し
運
動
を
起
こ
す
こ
と
の
重
要
な
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
の
は
有
意
義
で
し
た
」
と
述
べ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ー
デ
ー
集
会
に
も
参
加
し
、

「
マ
ム
ダ
ニ
市
長
の
演
説
は
と
て
も
迫
力
あ
り

ま
し
た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。 

と 

建交労交流会で報告する武田

喜成青年部長（8月 5日） 

灯 ろ う 流 し の 子 ど も た ち

（2026.8.6 広島市内元安川にて） 
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火）

今
後
の
組
合
行
動
日
程
な
ど 

 

八
・
二
三 

平
和
の
た
め
の
広
島
の
戦
争
展 

 
 
 
 
 
 

（
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
～
二
六
日
） 

八
・
二
八 

建
交
労
中
央
執
行
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

高
齢
期
運
動
連
絡
会
役
員
会 

 

八
・
二
九 

建
交
労
第
二
八
回
定
期
大
会 

 
 
 
 
 
 

（
栃
木
県
宇
都
宮
市
内
～
三
一
日
） 

 

九
・ 

五 

広
島
県
本
部
執
行
委
員
会 

 

 

九
・
一
三 

不
戦
の
つ
ど
い
（
弁
護
士
会
館
） 

 

九
・
一
九 

広
島
県
労
連
定
期
大
会 

 

九
・
二
三 

広
島
県
労
学
協
総
会
＆
記
念
講
演 

 
 
 
 
 
 

「
戦
争
に
抗
う
」
五
十
嵐
仁
氏 

 

九
・
二
六 

ダ
ン
プ
企
業
組
合
理
事
会 

 

九
・
二
九 

ヒ
ロ
シ
マ
労
連
定
期
大
会 

一
〇
・
一
〇 

建
交
労
広
島
県
本
部
定
期
大
会 

 
 

 
 

 
 

   
 
 
 
 
 

       

お
知
ら
せ 

※
県
本
部
の
「
ク
ス
ノ
キ
通
信
」
は
毎
月
一
回
発

行
し
て
い
ま
す
。
各
支
部
や
職
場
で
の
ホ
ッ
ト

な
話
題
や
取
り
組
み
な
ど
、
身
近
な
話
題
を
、

「
メ
ー
ル
」
や
フ
ァ
ク
ス
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
と
フ
ァ
ク
ス
は
以
下
の
通
り
で
す
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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辛
抱
た
ま
ら
ず
、
労
職
部
会
の
福
富
事
務
局
長

と
愛
媛
県
の
沢
田
元
副
委
員
長
と
広
島
県
本
部

の
吉
岡
特
別
執
行
委
員
と
池
田
広
島
労
職
支
部

副
委
員
長
に
お
願
い
し
て
同
席
し
て
も
ら
い
、
福

山
労
働
基
準
監
督
署
要
請
を
敢
行
、
よ
う
や
く
止

ま
っ
て
い
た
認
定
作
業
が
進
み
だ
し
た
ほ
ど
困

難
な
事
案
で
し
た
。 

山
口
さ
ん
は
最
終
就
業
先
は
事
業
主
と
し
て

解
体
業
を
自
身
で
営
ん
で
い
ま
し
た
。
退
職
し
た

の
は
今
か
ら
二
五
年
前
で
、
山
口
さ
ん
は
八
九
歳

の
方
で
す
。
建
交
労
に
相
談
す
る
三
年
前
に
一

度
、
自
身
と
ご
家
族
で
書
類
を
準
備
し
申
請
を
さ

れ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
と
き
は
不
支
給
決
定
で

し
た
。
そ
の
理
由
は
、
特
別
労
災
の
登
録
番
号
や

最
後
の
月
の
給
与
額
な
ど
認
定
に
必
要
な
退
職

時
の
デ
ー
タ
が
、
あ
ま
り
に
も
時
間
が
経
過
し
過

ぎ
て
監
督
署
に
全
く
残
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら

で
し
た
。
せ
っ
か
く
建
交
労
に
相
談
を
い
た
だ
い

た
の
で
す
が
、
ご
自
身
も
一
度
は
諦
め
か
け
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
組
合
の
粘
り
強
い
対
応
の
結
果

と
広
島
労
働
局
の
尽
力
も
あ
っ
て
申
請
に
こ
ぎ

つ
け
、
認
定
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

私
の
八
年
間
の
労
災
の
取
り
組
み
の 

総
決
算
と
も
・・ 

大
平
書
記
長
は
「
本
当
に
ス
ト
レ
ス
の
た
ま
る

一
年
二
か
月
で
し
た
。
で
も･

･

、
良
い
経
験
だ
っ

た
し
、
た
く
さ
ん
勉
強
で
き
、
少
し
だ
け
成
長
し

た
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
、「
山
口
さ
ん
の
認
定
は

二
〇
一
九
年
五
月
か
ら
始
ま
っ
た
『
建
交
労
大

平
』
と
し
て
の
総
決
算
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
」
と
思
い
を
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

核兵器禁止条約の 

参加国が１００か国に 

 

核
兵
器
禁
止
条
約
が
国
連
で
採
択 

 

こ
と
は
、
法
的
義
務
を
超
え
る
大
き
な
意 

さ
れ
て
９
周
年
と
な
る
七
月
七
日
、 

 

味
が
あ
る
。
恒
久
平
和
、
国
際
的
な
安
全 

南
太
平
洋
の
島
し
ょ
国
ト
ン
ガ
王
国 

 

保
障
、
海
洋
の
保
護
、
そ
し
て
核
軍
縮
の 

が
加
入
書
を
寄
託
。
批
准
が
七
五
か 

 

前
進
は
、
人
類
の
最
善
の
利
益
で
あ
り
、 

国
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

と
も
に
め
ざ
す
持
続
可
能
な
未
来
に
密
接 

 

こ
れ
で
同
条
約
へ
の
参
加
国
は
百 

 

に
結
び
つ
い
て
い
る
と
の
我
々
の
信
念
を 

か
国
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

を
反
映
す
る
も
の
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま 

 

ト
ン
ガ
国
連
代
表
部
の
ト
ネ
大
使 

 

し
た
。 

は
「
小
さ
な
発
展
途
上
国
に
と
っ
て
、 

（
２
０
２
６
年
８
月
６
日
付
、「
原
水
協
通 

こ
れ
ら
の
条
約
の
締
約
国
と
な
っ
た 

 
 

信 

第
９
９
０
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よ
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） 

申
請
か
ら
一
年
二
か
月
、
じ
ん
肺
の
労
災
認
定
を
実
現 

粘
り
強
い
取
り
組
み
で
組
合
員
を
拡
大
中
・・広
島
労
職
支
部 

 

建
交
労
広
島
労
災
職
業
病
支
部
で
は
、
大

平
書
記
長
を
先
頭
に
粘
り
強
く
労
災
認
定
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
度
昨
年
の
申
請
か
ら
一
年
二
か
月
経

っ
て
、
福
山
市
の
山
口
氏
の
「
じ
ん
肺
」
労
災

認
定
が
実
現
し
ま
し
た
。
山
口
さ
ん
と
は
じ

め
て
面
談
し
た
の
は
二
〇
二
四
年
一
二
月
で

す
が
、
昨
年
の
四
月
に
監
督
署
に
申
請
し
ま

し
た
が
そ
れ
か
ら
が
大
変
で
し
た
。 

同
意
書
の
ほ
か
不
必
要
な
書
類
の 

提
出
を
強
要
さ
れ
る
！ 

申
請
書
類
を
提
出
す
る
た
め
監
督
署
へ
行

く
と
そ
の
場
で
「
同
意
書
を
書
い
て
持
っ
て

こ
い
」
と
言
わ
れ
５
通
く
ら
い
不
要
な
書
類

を
提
出
す
る
よ
う
強
制
さ
れ
た
り
「
確
認
が 

必
要
、
確
認
が
必
要
」
と
連
呼
し
時
間
ば
か

り
が
か
か
っ
て
い
る
わ
り
に
は
就
業
中
の

同
僚
や
一
緒
に
事
業
を
さ
れ
て
い
た
ご
兄

弟
や
担
当
医
師
や
本
人
に
対
し
監
督
署
か

ら
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
連
絡
が
全
く
な

い
な
ど
、
申
請
か
ら
半
年
経
過
す
る
の
に
監

督
署
の
担
当
者
か
ら
本
人
へ
毎
月
の
進
捗

連
絡
が
一
度
も
な
く
厚
労
省
の
通
達
を
守

ら
な
い
な
ど
大
平
書
記
長
の
ス
ト
レ
ス
は

た
ま
る
ば
か
り
で
し
た
。
監
督
署
の
担
当
者

か
ら
は
、
書
き
切
れ
な
い
ほ
ど
見
当
違
い
で

不
適
切
な
対
応
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

労
職
部
会
や
先
輩
役
員
な
ど
に
同 

席
し
て
も
ら
い
監
督
署
交
渉 

 

「網の目平和行進」のマスコ

ットになった「猫バス」君、

今年も元気に雨の中を行進

して無事平和公園に到着し

ました（6月 26日） 

mailto:ctg303.hiroshima@orange.plala.or.jp

